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組織の概要①

【会社の概要】

事業所名：田村技研工業株式会社　　　　　　　　　　

代表取締役社長　田村一弘

所在地：〒997-1122
山形県鶴岡市友江字川向20-8
　URL：http://www.ｔ-giken.jp
  TEL:0235-33-0063
  FAX:0235-33-0835
  e-mail:info@t-giken.jp
環境管理責任者：田村　晴佳

設立：1989年4月

事業内容：打ち刃物製造販売
　　　　　　　         精密部品加工及び組立

（打ち刃物）       鍬：鎌等の製造及び販売
（精密部品加工） 真空機器製造装置部品
　　　　　　　　　　　半導体製造装置部品
　　　　　　　　　　　自動車関連製造設備備品
　　　　　　　　　　　電子・電機産業装置部品
　　　　　　　　　　　一般省力機器装置部品
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組織の概要②

事業規模：資本金1,000万
活動規模 単位 2015年度 2016年度 2017年度

従業員数 人 32 32 32
床面積 ㎥ 1,800 1,800 1,800

事業年度：4月～3月
認証登録範囲：（本社工場）田村技研工業株式会社
　　　　　　　　　　打ち刃物製造・販売/精密部品加工及び組立
環境ﾚﾎﾟｰﾄの対象期間：2017年4月1日～2018年3月31日
環境ﾚﾎﾟｰﾄの発行日：2017年6月1日　

4



環境方針/環境組織図
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環境目標と活動内容
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実績と評価ー1
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実績と評価ー2
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環境の取組状況-1
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環境の取組状況-2
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地域環境活動
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春・秋　計2回　全社員で地域のゴミ拾い
を行いました

ごみ拾い、草むしりで
地域をキレイに☆
環境も、仕事も、キレイを
心がけます！



＜初期消火＞防災訓練・講習

2017年9月19日
　消防士さんを招いて

初期消火訓練を行いました。

消火器を使った事ない社員もいたため、

とてもためになりました。
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環境関連法規遵守状況

【環境関連法規への違反及び訴訟等の有無】

　 当社の環境関連法規への違反はありません。                                                        　　　  
尚、環境当局よりの違反等の指摘は過去3年以上ありません。

[当社の環境関連法規]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①廃棄物処理法　②下水道法　③消防法　④騒音規制法　⑤振動法　

　　⑥ﾌﾛﾝ排出抑制法

上記関連法規の確認及び点検を2017年4月14日に実施し、問題ありませんでした。
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代表者による全体の見直し及び記録
　今年度は、取組のほとんどが目標達成となりました。また、未達成となった活動も、温室効果
ガスを除いては、あと少しで達成というところでした。
社員の皆様が意識して取り組んでくれた結果だと思います。
　今後も、更なる省エネルギー化、リサイクル化を目指し、継続した環境活動の推進と、品質
改善への取組みを強化し非効率なエネルギーを使わない、環境に負荷の少ない企業を目指
していきましょう。　

≪環境負荷軽減のために≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☆ “ゴミ0を目指して”一般廃棄物/産業廃棄物の分別を積極的に行い、リサイクル・リユースに
つとめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☆継続して電力、水資源使用量の削減と有効利用を心掛ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☆グリーン調達推進活動を現状に沿った内容に見直しを行う。



次年度の計画について
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